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	応用
	抗原情報
	背景
	Gタンパク質サブユニットαz(GNAZ) Homo sapiens この遺伝子によってコードされるタンパク質は、百日咳毒素非感受性系におけるシグナル伝達を媒介するGタンパク質サブファミリーのメンバーである。このタンパク質は、蝸牛の外リンパ液および内リンパ液のイオンバランス維持に関与している可能性がある。[RefSeq提供、2008年7月],機能：グアニンヌクレオチド結合タンパク質（Gタンパク質）は、様々な膜貫通シグナル伝達系において、調節因子またはトランスデューサーとして機能している。,類似性：G-αファミリーに属する。G(i/o/t/z)サブファミリー。,サブユニット：Gタンパク質は、α、β、γの3つのユニットから構成される。α鎖にはグアニンヌクレオチド結合部位が含まれる。,
	研究分野
	長期うつ病;
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	Gz-alpha抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	PMA 125 ng/ml 30μl処理したCOS7細胞ライセートのGz-alpha抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングした。
	

	Gz-αポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

